
ポアソン分布について
ポアソン分布は, 二項分布 B(n, p) において np = λ (一定) とおいて n → ∞ としたものと考え
られる.
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であるから (数 III の教科書を見よ),
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ゆえに
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でポアソン分布に近づく.

二項分布の期待値は np, 分散は np(1− p) であったから, ポアソン分布の期待値は np = λ で,

期待値は (n → ∞ のとき p =
λ

n
→ 0 より) np · 1 = λ となる. このことを定義式から直接求め
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であるから,
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ゆえに V (X) = E(X2)− (E(X))2 = λ.


